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  ＜地域の将来像を目指して、分野横断的に 

    地域振興方策を推進・展開していくﾌﾟﾛｾｽ＞ 

地域振興の基本方向と方策 

５つの 

中丹デザイン 

将来を担う人を育み、 

地域の未来につながる 

仕組みをつくる 

 

 

 

 

 

 ◆郷土を愛する・将来の夢に 

  向かう教育の推進 

 ◆豊かな自然と歴史に育まれた 

  地域文化力の向上 

 ◆平和を愛する・国際的な風土 

  づくり 

人にやさしく、安心・安全 

で住み続けたいまちを 

守り・つくる 

 

 

 

 

 

 ◆地域で支える子育て・子育ち 

  の推進 

 ◆医療・福祉の連携と生きがい 

  づくり 

 ◆安心・安全な暮らしの確保と 

  生活基盤の整備 

信頼の絆と交流・連携に 

より、にぎわいあふれる 

まちをつくる 

 

 

 

 

 

 ◆人権の尊重と多様な主体による   

  地域社会参画 

 ◆人でにぎわう広域観光の推進 

 ◆「人・もの・情報」の交流・ 

  連携基盤づくり 

豊かな地域資源の活用と 

ものづくりが織りなす、 

ブランド拠点をつくる 

 

 

 

 

 

 ◆農の担い手育成と食のブランド 

  力の強化 

 ◆ものづくり人材等の確保と 

  新ビジネスの創出 

 ◆京都舞鶴港・ものづくり拠点 

  を活かした経済交流の促進 

森・里・川・海の自然 

に恵まれた環境を 

守り・活かす 

 

 

 

 

 

 ◆環境にやさしい生活スタイル 

  と環境ビジネスづくり 

 ◆国定公園・里山・由良川など 

  の自然との共生と活用の促進 

 ◆暮らしと調和した農山漁村 

  づくりの推進 

   ＜中丹地域の現状・課題を踏まえた、５つの基本方向に基づく、 

      （各分野において）今後４～５年間に重点的に取り組む地域振興方策＞ 

＜次期『中丹地域振興計画』の策定に係る考え方＞ 

 ■平成１７年３月に策定した中丹地域振興計画 ＝『新中丹』シンフォニー に基づき、中丹地域が元気になることを目指して、３市等と連携しながら、地域振興を展開してきた。 

 ■少子・高齢化などの課題を抱えるものの、高速道路網の整備や舞鶴国際ふ頭の供用など、人や物の流れなどが一段と大きく変わり、便利になっていく ＝ 夢のある地域 である。 

 ■ありのままの中丹地域が持っている特質やすばらしさを再認識したうえ、地域の今後の変化の方向を見定め、未来の夢に向かって、次期『中丹地域振興計画』を策定する。 

  ●地域の現状・課題を踏まえ、５つの基本方向(５つの中丹デザイン)に基づき、今後４～５年間に重点的に取り組む地域振興方策を盛り込む。＝  

  ●現計画期間中に築いた３市等との連携を活かし、地域振興方策を分野横断的に、５つのプロジェクトで地域住民と一緒に推進・展開していく。＝  

 ■府県を越えて拡がる関西北部交流エリアの結節点として、将来(１０～２０年後)、関西北部・日本海側の交流・活性化の原動力となる地域を目指していく。＝  

中丹地域戦略プロジェクト 

 未来の希望・宝づくりﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

 

 （地域の未来を担う人づくりを展開）  

 元気な農山漁村づくりﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

 

 （愛すべきふるさとづくりを展開） 

 京都舞鶴港ﾗﾝﾄﾞﾌﾞﾘｯｼﾞ・ 

 新ものづくり拠点形成ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

 （将来に向けた地域拠点づくりを展開） 

 由良川・里山 

   文化交流連携推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

 （地域交流・イメージづくりを展開） 

 魅力再発見・ 

     情報発信推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

 （魅力発信の仕組みづくりを展開） 
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地域の将来像 

  ＜10～20年後の 

地域の将来像＞ 

地域振興の基本方向と方策 

中丹地域戦略プロジェクト 

地域の将来像 


